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０歳児からの入園児保育料無償化
　今定例会では、報告・承認各１件、工事請負変更契約の締結１件、条例の制定・改正・廃止など11件、
令和６年度一般会計補正予算１件、各特別会計補正予算３件、水道事業会計補正予算１件
　令和７年度一般会計予算、各特別会計予算６件、水道事業・下水道事業会計予算各１件、同意３件、
諮問１件、発議３件、陳情５件を審議、採決した。
　原案どおり可決、承認した。陳情については４件を採択・１件を継続審査とした。
（令和７年度特別会計予算、企業会計予算については、議会事務局や町議員にお問い合わせ下さい）

◎
井
川
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
保
育
料
無
償
化
（
健
康
福
祉
課
）

 

４
，
２
７
０
千
円

　

 

４
月
１
日
よ
り
０
歳
児
を
含
む
す
べ
て
の
入
園
児
の
保
育

料
を
無
償
化

◎
若
者
子
育
て
ホ
ー
ム
循
環
事
業（
健
康
福
祉
課
）

 

１
０
，
０
０
０
千
円

　

 

45
歳
以
下
の
井
川
町
内
に
居
住
す
る
た
め
空
き
家
を
購
入

し
、新
築
建
て
替
え
工
事
を
す
る
子
育
て
世
帯
を
対
象
に
、

購
入
、
工
事
の
費
用
に
つ
い
て
最
大
５
０
０
万
円
を
補
助

す
る
（
町
内
外
者
問
わ
ず
）

◎ 

井
川
町
み
の
り
の
未
来
農
業
継
続
事
業
補
助
金（
産
業
課
）

 

１
５
，
０
０
０
千
円

　

①
作
付
拡
大
す
る
農
家

　
　

 

申
請
年
度
よ
り
３
年
前
と
比
較
し
て
経
営
面
積
が
30
㌃

以
上
拡
大
ま
た
は
、
翌
年
度
ま
で
に
拡
大
見
込
み
ま
た

は
、
補
助
対
象
経
費
の
合
計
が
１
０
０
万
円
を
超
え
る

予
定
の
方
に
、
上
限
額
１
５
０
万
円
補
助

　

② 

そ
の
他
農
家
等
及
び
１
０
０
万
円
未
満
の
機
械
購
入
、

導
入
の
場
合
に
、
上
限
額
１
０
０
万
円
補
助

◎
生
ご
み
処
理
機
購
入
費
補
助
金
（
町
民
生
活
課
）

 

３
，
０
０
０
千
円

　

 

ご
み
減
量
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
電
気
式
生
ご
み
処
理

機
を
購
入
す
る
世
帯
に
、
上
限
額
３
万
円
を
補
助

◎ 

水
害
対
策
用
可
搬
式
排
水
ポ
ン
プ
購
入
費（
町
民
生
活
課
）

 

６
，
６
４
０
千
円

　

 

水
害
対
策
を
は
か
る
た
め
、
可
搬
式
排
水
ポ
ン
プ
２
台
購

入
【
１
台
最
大
吐
出
量
２
・
５
㎥
／
分
】

◎ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
業
務
委
託
事
業（
総
務
課
）

 

１
２
，
２
３
１
千
円

　

 

必
要
な
情
報
を
配
信
、
見
や
す
い
・
探
し
や
す
い
・
利
便

性
の
向
上
し
た
井
川
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

◎ 

自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
係
る
経
費（
総
務
課
）

 

１
５
０
，
９
３
１
千
円

　

 

国
が
進
め
る
全
国
の
シ
ス
テ
ム
を
標
準
化
す
る
た
め
に
か

か
る
経
費

第
１
回
定
例
会
（
３
月
議
会
）
３
月
６
日
〜
３
月
18
日

令和７年度主な新規事業

国庫支出金 287,077（7.8%）

地方交付税
1,774,263
（48.5%）

町税
422,506

（11.5%）

その他 377,406（10.4%）

繰入金 351,740（9.6%）

人件費
758,356

（20.8%）

普通建設事業費
390,189（10.6%）

維持補修費 90,001（2.5%）

公債費
333,020（9.1%）

扶助費
282,742（7.7%）

災害復旧事業
2,402（0.1%）

積立金 170,410（4.7%）
その他 6,500（0.3%）

補助費等
709,806

（19.4%）
繰出金

322,507
（8.8%）

物件費
586,375

（16.0%）

県支出金 191,099（5.2%）

町債 255,909（7.0%）

予算総額
36億6000万円

歳出 歳入

義務的経費

その他
投資

的
経費

令和７年度 一般会計予算
（単位：千円）

2

２億9960万円を追加し予算総額 42億560万円に
◆歳入の主な内容 （単位：千円）

町 税  16,842

地 方 交 付 税  156,912

国 庫 支 出 金 △ 61,778

前 年 度 繰 越 金  253,272

町 債 △ 73,200

財 産 収 入  8,873

◆歳出の主な内容 （単位：千円）
基 金 積 立 金  380,000 公共施設 100,000　財調 270,000
井川町診療所操出金  33,960
道路メンテナンス事業費 △ 51,532 井川新橋
防 災 ・ 安 全 事 業 費 △ 20,653 業務委託 1,696　工事費 △22,349
湖東厚生病院運営費補助金  3,921
物価高騰対策事業費 △ 7,971 調整給付金△4,171  非課税化給付金△3,800
水 道 事 業 出 資 金 △ 8,329 赤沢ポンプ場
土 地 購 入 費  2,966 大道工業跡地
辺地道路整備事業費 △ 5,687 業務委託 △1,364　工事費 △4,323

◆主な地方債補正 （単位：千円）
起債の目的 補正前 補正後

過 疎 地 域 自 立 促 進 特 別 事 業 42,800 45,000
緊 急 防 災・ 減 災 事 業 279,400 259,300
町 道 改 良 事 業 43,900 40,600
緊 急 浚 渫 推 進 事 業 49,600 47,000
辺 地 道 路 整 備 事 業 49,600 39,500
日 本 国 花 苑 整 備 事 業 31,400 27,800
認 定 こ ど も 園 整 備 事 業 23,600 24,200

一般会計補正予算（第９号）令和６年度

全員一致原案可決

工
事
請
負
変
更
絜
約
の
締
結
に
つ
い
て

◆ 

備
蓄
倉
庫
建
設
に
伴
う
工
事

①
外
構
歩
道
工
事
一
式

　

 

歩
道
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
下
に
床
板
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が

有
り
、
そ
の
撤
去
工
事

②
地
盤
改
良
工
事

　

 

地
盤
が
軟
弱
で
杭
打
ち
重
機
が
入
れ
ず
、
地
盤
改
良

工
事
が
必
要

変
更
前　

１
億
９
９
１
０
万
円

変
更
後　

２
億
３
９
５
万
１
千
円

一
般
会
計
補
正
予
算
（
７
号
）

　

７
５
３
０
万
円
を
追
加
し
、予
算
額
を
38
億
８
６
０
０

万
円
に
す
る

歳
入
の
主
な
内
容

●

繰
越
金 

２
２
０
２
万
２
千
円
の
追
加

●

国
庫
補
助
金 

４
５
３
６
万
５
千
円
の
追
加

歳
出
の
主
な
内
容

●

地
域
応
援
商
品
券 

４
２
０
０
万
円
追
加

●
 

住
民
税
非
課
税
世
帯
交
付
金 

１
６
４
０
万
円
追
加

●

灯
油
購
入
費
助
成
金 

３
０
０
万
円
追
加

●

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品 

１
１
７
万
円
追
加

●
 

役
場
敷
地
内
水
道
管
工
事 

71
万
５
千
円
追
加

議
案
第
１
号

議
案
第
２
号

令和７年

第
一
回
臨
時
議
会

開
催
日
１
月
20
日

●
協
議
案
件
（
町
関
係
）

１
． 
ご
み
処
理
広
域
化
検
討
状

況
の
中
間
報
告

２
． 

令
和
６
年
度
補
正
予
算
を

踏
ま
え
た
「
重
点
支
援
地

方
交
付
金
等
」

３
． 

備
蓄
倉
庫
建
設
工
事
変
更

請
負
契
約
の
締
結

●

議
会
関
係

１
． 

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
使
用

に
つ
い
て

●

協
議
案
件
（
町
関
係
）

１
．
新
会
社
の
設
立
関
係

２
． 

井
川
新
橋
橋
梁
補
修
工
事

請
負
変
更
契
約

●

議
会
関
係

１
． 

井
川
町
議
会
の
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

●

協
議
案
件
（
町
関
係
）

１
． 

令
和
７
年
度
井
川
町
当
初

予
算
内
示

２
． 

秋
田
市
・
潟
上
市
・
八
郎

湖
周
辺
清
掃
事
務
組
合
ブ

ロ
ッ
ク
ご
み
広
域
処
理
に

関
す
る
基
本
協
定
の
報
告

建設中の備蓄倉庫

第
１
回
会
議

開
催
日
▼
１
月
10
日

第
２
回
会
議

開
催
日
▼
２
月
７
日

第
３
回
会
議

開
催
日
▼
２
月
25
日

全
員
協
議
会

3



２億9960万円を追加し予算総額 42億560万円に
◆歳入の主な内容 （単位：千円）

町 税  16,842

地 方 交 付 税  156,912

国 庫 支 出 金 △ 61,778

前 年 度 繰 越 金  253,272

町 債 △ 73,200

財 産 収 入  8,873

◆歳出の主な内容 （単位：千円）
基 金 積 立 金  380,000 公共施設 100,000　財調 270,000
井川町診療所操出金  33,960
道路メンテナンス事業費 △ 51,532 井川新橋
防 災 ・ 安 全 事 業 費 △ 20,653 業務委託 1,696　工事費 △22,349
湖東厚生病院運営費補助金  3,921
物価高騰対策事業費 △ 7,971 調整給付金△4,171  非課税化給付金△3,800
水 道 事 業 出 資 金 △ 8,329 赤沢ポンプ場
土 地 購 入 費  2,966 大道工業跡地
辺地道路整備事業費 △ 5,687 業務委託 △1,364　工事費 △4,323

◆主な地方債補正 （単位：千円）
起債の目的 補正前 補正後

過 疎 地 域 自 立 促 進 特 別 事 業 42,800 45,000
緊 急 防 災・ 減 災 事 業 279,400 259,300
町 道 改 良 事 業 43,900 40,600
緊 急 浚 渫 推 進 事 業 49,600 47,000
辺 地 道 路 整 備 事 業 49,600 39,500
日 本 国 花 苑 整 備 事 業 31,400 27,800
認 定 こ ど も 園 整 備 事 業 23,600 24,200

一般会計補正予算（第９号）令和６年度

全員一致原案可決

工
事
請
負
変
更
絜
約
の
締
結
に
つ
い
て

◆ 

備
蓄
倉
庫
建
設
に
伴
う
工
事

①
外
構
歩
道
工
事
一
式

　

 

歩
道
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
下
に
床
板
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が

有
り
、
そ
の
撤
去
工
事

②
地
盤
改
良
工
事

　

 

地
盤
が
軟
弱
で
杭
打
ち
重
機
が
入
れ
ず
、
地
盤
改
良

工
事
が
必
要

変
更
前　

１
億
９
９
１
０
万
円

変
更
後　

２
億
３
９
５
万
１
千
円

一
般
会
計
補
正
予
算
（
７
号
）

　

７
５
３
０
万
円
を
追
加
し
、予
算
額
を
38
億
８
６
０
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万
円
に
す
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歳
入
の
主
な
内
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●
繰
越
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２
２
０
２
万
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千
円
の
追
加

●
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６
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の
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出
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な
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４
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０
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円
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●
 

住
民
税
非
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税
世
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交
付
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１
６
４
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万
円
追
加

●

灯
油
購
入
費
助
成
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３
０
０
万
円
追
加

●

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品 

１
１
７
万
円
追
加

●
 

役
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地
内
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道
管
工
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万
５
千
円
追
加
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１
号
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２
号

令和７年

第
一
回
臨
時
議
会

開
催
日
１
月
20
日

●

協
議
案
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（
町
関
係
）

１
． 

ご
み
処
理
広
域
化
検
討
状

況
の
中
間
報
告

２
． 

令
和
６
年
度
補
正
予
算
を

踏
ま
え
た
「
重
点
支
援
地

方
交
付
金
等
」

３
． 

備
蓄
倉
庫
建
設
工
事
変
更

請
負
契
約
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締
結

●

議
会
関
係

１
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タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
使
用

に
つ
い
て

●

協
議
案
件
（
町
関
係
）

１
．
新
会
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の
設
立
関
係

２
． 

井
川
新
橋
橋
梁
補
修
工
事

請
負
変
更
契
約

●

議
会
関
係

１
． 

井
川
町
議
会
の
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人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

●

協
議
案
件
（
町
関
係
）

１
． 

令
和
７
年
度
井
川
町
当
初

予
算
内
示

２
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田
市
・
潟
上
市
・
八
郎

湖
周
辺
清
掃
事
務
組
合
ブ
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ッ
ク
ご
み
広
域
処
理
に

関
す
る
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本
協
定
の
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告
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１
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催
日
▼
１
月
10
日

第
２
回
会
議

開
催
日
▼
２
月
７
日

第
３
回
会
議

開
催
日
▼
２
月
25
日

全
員
協
議
会
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予
算
審
査

事業は、これだ‼ 

総  

務  

課

問

ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金

寄
付
金
の
詳
し
い
予
算
内
訳

は
。

答

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

分
を
含
ま
な
い
一
般
寄
付
金

が
７
，
３
６
２
万
円
で
、
前

年
度
当
初
予
算
の
約
７
倍
を

目
標
と
し
た
。

　

昨
年
度
の
実
績
見
込
み
が

約
３
，８
０
０
万
円
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
米
の
返
礼

品
が
大
き
く
伸
び
て
い
る
こ

と
と
、
株
式
会
社
を
立
ち
上

げ
た
こ
と
も
あ
り
目
標
額
と

し
た
。

問

Ｒ
７
年
度
に
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
採
用
は
考
え
て

い
る
の
か
。

答

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は

二
人
を
考
え
て
い
る
。
新
会

社
で
の
活
動
も
考
え
て
い
る
。

税
務
会
計
課

問

固
定
資
産
税
の
増
額
理

由
は
。

答

住
宅
等
の
新
増
築
に
よ

る
新
規
課
税
が
増
え
た
た
め

で
あ
る
。

町
民
生
活
課

問

消
防
団
詰
所
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
後
の
点
検
や
保
守

は
ど
う
な
る
の
か
。

答

町
で
設
置
し
た
も
の

は
、
町
が
管
理
す
る
こ
と
に

な
る
。

問

国
保
事
業
が
全
県
統
一

さ
れ
る
予
定
時
期
は
。

答

予
定
通
り
令
和
15
年
度

で
あ
る
。

問

国
保
事
業
の
人
間
ド
ッ

ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
予
算
が
前

年
度
と
違
う
理
由
は
。

答

受
診
者
の
枠
数
を
変
更

し
た
た
め
で
あ
る
。
受
診
希

望
者
が
多
け
れ
ば
枠
も
増
や

し
て
い
く
。

健
康
福
祉
課

問

特
定
健
診
委
託
料
が
前

年
度
当
初
予
算
よ
り
増
額
し

た
理
由
は
。

答

Ｒ
６
年
度
は
住
民
健
診

分
を
補
正
予
算
で
追
加
し
て

お
り
、
Ｒ
７
年
度
は
当
初
予

算
で
計
上
し
た
た
め
で
あ

る
。

問

保
育
に
関
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

シ
ス
テ
ム
の
具
体
的
な
活
用

内
容
は
。

答

こ
れ
ま
で
の
園
児
の
登

園
管
理
、
健
康
管
理
、
保
護

者
と
の
手
帳
や
電
話
等
で
の

連
絡
を
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
移
行
す
る
。

改修が行われる老福センターゆうゆうの厨房

（１）若者子育てホーム循環事業（1000万円、健康福祉課） ………………………… ※定住する子育て世帯を対象に、空き家購入・解体及び住宅工事費用に最大500万円を補助。
（２）井川町みのりの未来農業継続事業補助金（1500万円、産業課） ……………… ※農業機械導入経費等に補助。面積拡大の場合1/2（上限150万円）、その他の場合1/3（上限100万円）
（３）生ごみ処理機購入費補助金（300万円、町民生活課） …………………………… ※ごみ減量化対策として、電気式生ごみ処理機購入補助として上限３万円を補助。
（４）井川こどもセンター保育料完全無償化（427万円、健康福祉課） ……………… ※令和７年度より０歳児を含む、すべての入園児の保育料を無償化。
（５）水害対策用可搬式排水ポンプ購入費（664万円、町民生活課） ………………… ※水害対策のため、可搬式排水ポンプ２台を購入。
（６）町ホームページリニューアル業務委託（1223万円、総務課） ………………… ※町のホームページをリニューアルし、必要な情報をわかりやすく配信。

※ ふるさと納税への対応をメインに、宿泊施設の管理運営とデマンド交通事業の検討

◎ 各事業の詳細については、
担当課または町広報及び
ホームページをご覧下さい。

予
算
特
別
委
員
会
　
委
員
長
　
石
　
井
　
　
　
茂
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令和７年度の目玉
いよいよ、㈱イカワプラスが営業開始

ほかにも、
こんな事業を
展開します。

国花苑に配備予定のウッドチッパー

各種農機具が事業補助の対象

産  

業  

課

問

ウ
ッ
ド
チ
ッ
パ
ー
（
木

材
粉
砕
機
）購
入
に
つ
い
て
。

答

国
花
苑
内
の
剪
定
枝
を

散
策
路
に
敷
く
予
定
。
苑
内

の
処
理
状
況
に
よ
っ
て
は
、

町
内
会
の
剪
定
枝
も
処
理
を

検
討
す
る
。

問

井
川
町
み
の
り
の
未
来

農
業
継
続
事
業
補
助
金
の
説

明
を
し
て
欲
し
い
。

答

Ｒ
７
年
度
か
ら
ふ
る
さ

と
納
税
を
財
源
と
し
て
創
設

す
る
町
単
独
事
業
で
、
町
の

農
業
経
営
継
続
・
長
期
化
を

目
的
と
し
て
補
助
金
を
交
付

す
る
。

問

本
年
の
さ
く
ら
ま
つ
り

事
業
費
が
町
制
施
行
70
周
年

だ
と
い
う
こ
と
で
増
額
と

な
っ
て
い
る
が
、
ど
ん
な
イ

ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
る
の

か
。

答

イ
ベ
ン
ト
は
企
画
花
火

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
、
そ
の

他
新
た
に
餅
ま
き
も
計
画
し

て
い
る
。
ま
た
、
ガ
チ
ャ
ポ

ン
用
記
念
缶
バ
ッ
チ
も
制
作

す
る
。

教
育
委
員
会

問

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
改

修
工
事
の
場
所
は
。

答

グ
ラ
ウ
ン
ド
西
側
に
、

排
水
材
を
入
れ
る
な
ど
全
体

的
な
改
修
と
な
る
。

問

公
営
塾
の
開
催
日
程
は

ど
の
く
ら
い
増
え
る
の
か
。

答

Ｒ
６
年
度
８
回
の
開
催

を
12
回
に
す
る
予
定
で
あ
る
。

問

台
湾
へ
の
修
学
旅
行
は
、

９
年
生
が
５
月
、
８
年
生
が

11
月
だ
が
周
知
状
況
は
。

答

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
等
で

現
地
と
交
流
し
な
が
ら
、
事

前
学
習
を
し
て
い
る
。

（１）若者子育てホーム循環事業（1000万円、健康福祉課） ………………………… ※定住する子育て世帯を対象に、空き家購入・解体及び住宅工事費用に最大500万円を補助。
（２）井川町みのりの未来農業継続事業補助金（1500万円、産業課） ……………… ※農業機械導入経費等に補助。面積拡大の場合1/2（上限150万円）、その他の場合1/3（上限100万円）
（３）生ごみ処理機購入費補助金（300万円、町民生活課） …………………………… ※ごみ減量化対策として、電気式生ごみ処理機購入補助として上限３万円を補助。
（４）井川こどもセンター保育料完全無償化（427万円、健康福祉課） ……………… ※令和７年度より０歳児を含む、すべての入園児の保育料を無償化。
（５）水害対策用可搬式排水ポンプ購入費（664万円、町民生活課） ………………… ※水害対策のため、可搬式排水ポンプ２台を購入。
（６）町ホームページリニューアル業務委託（1223万円、総務課） ………………… ※町のホームページをリニューアルし、必要な情報をわかりやすく配信。
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予
算
特
別
委
員
会

農
業
補
助
金
に
質
問
が
集
中

　

農
業
経
営
の
継
続
及
び
農
作
業
の
省
力
化
を
図
る
た

め
、
農
業
機
械
の
導
入
等
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
補
助

金
を
交
付
す
る
。

① 

作
付
拡
大
す
る
農
家
に
対
し
て
、
補
助
率
１
／
２
、
上

限
１
５
０
万
円
。
申
請
年
度
の
３
年
前
と
比
較
し
て
経

営
面
積
が
30
ア
ー
ル
以
上
拡
大
し
て
い
る
か
、
翌
年
度

ま
で
に
拡
大
す
る
見
込
み
の
あ
る
者

② 

そ
の
他
の
農
家
は
上
限
１
０
０
万
円
。
１
０
０
万
円
未

満
の
機
械
の
導
入
の
場
合
は
、
補
助
率
１
／
３
。

補
助
対
象
者
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◦ 

町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と

◦ 

営
農
を
５
年
以
上
継
続
す
る
意
志
が
あ
る
者

◦ 

前
年
の
農
業
収
入
が
１
０
０
万
円
以
上
の
者
又
は
そ
の

見
込
み
の
あ
る
者

問

１
０
０
万
円
以
下
の
方

で
も
申
請
は
可
能
だ
と
結
論

づ
け
て
い
い
の
か
。

答

そ
の
通
り
だ
。

伊
藤
俊
郎 

作
付
拡
大
と
現

状
維
持
で
は
補
助
率
と
限
度

額
に
差
が
あ
る
。
ど
の
よ
う

な
理
由
か
。

産
業
課
長 

離
農
し
た
方
の

農
地
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
の

も
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
意

欲
あ
る
受
け
手
の
方
に
増
額

し
た
。

問

現
状
維
持
を
す
る
方
々

も
た
く
さ
ん
い
る
。
差
を
付

け
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

答

特
段
問
題
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

町
長 

面
積
を
拡
大
し
た
こ

と
に
よ
り
大
型
の
機
械
を
入

れ
る
こ
と
も
有
得
る
。

　

現
状
維
持
で
も
こ
れ
だ
け

の
予
算
を
付
け
た
。
増
や
す

方
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
の
部
分
を
作
っ
た
。

浅
野
義
幸 

目
玉
事
業
に
な

る
と
思
う
。
予
算
を
超
過
し

た
場
合
、ど
う
対
応
す
る
か
。

町
長 

増
額
補
正
を
お
願
い

す
る
。
基
本
的
に
制
限
な
ど

は
あ
ま
り
か
け
な
い
で
運
用

し
た
い
。

伊
藤
一
彦 

補
助
申
請
し
て

交
付
さ
れ
る
ま
で
に
は
あ
る

程
度
時
間
が
必
要
だ
。
す
ぐ

機
械
が
必
要
だ
と
い
う
場

合
、
ど
う
対
応
す
る
か
。

町
長 

農
業
機
械
は
発
注
し

て
も
す
ぐ
届
く
よ
う
な
も
の

で
は
な
い
と
考
え
る
。
申
請

か
ら
交
付
ま
で
の
期
間
は
一

定
以
上
か
か
る
と
見
込
ん
で

い
る
。

問

増
額
補
正
の
タ
イ
ミ
ン

グ
は
ど
う
す
る
か
。

答

状
況
を
注
視
し
早
め
に

対
応
す
る
。

伊
藤　

毅 

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
つ
い
て
は
、

魅
力
の
あ
る
コ
ン
テ

ン
ツ
や
井
川
に
行
っ

て
み
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
出
て
く
る
こ

と
が
必
要
。
ス
ト
ー

リ
ー
や
見
せ
方
が
大

事
だ
と
思
う
が
。

総
務
課
長 

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
全
て
を
発

信
す
る
と
い
う
こ
と

は
考
え
て
な
い
。
わ

か
り
や
す
く
、
簡
単

に
検
索
で
き
る
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
を
考
え
て
い
る
。

藤
田
将
五 

各
分
団
に
お
け

る
消
防
ホ
ー
ス
格
納
箱
は
随

時
撤
去
と
聞
い
て
い
る
。
詳

し
い
説
明
を
。

町
長 

使
え
な
く
な
る
ま
で

置
い
て
い
た
い
と
い
う
の
が

現
状
だ
。
撤
去
の
方
針
が

あ
っ
た
か
ら
、
す
べ
か
ら
く

撤
去
す
る
と
い
う
も
の
で
は

な
い
。

問

格
納
箱
中
の
ホ
ー
ス
は

ほ
と
ん
ど
使
え
な
い
も
の

だ
。
そ
れ
で
も
地
域
の
方
々

が
除
雪
な
ど
を
し
て
い
る
。

ど
う
思
う
か
。

答

消
防
団
や
現
場
の
方
た

ち
を
含
め
、
今
一
度
確
認
を

取
り
、
対
応
し
た
い
。

三
浦
成
利 

生
ご
み
処
理
機

購
入
助
成
（
一
世
帯
３
万

円
）
は
、
家
族
の
人
数
が
多

い
少
な
い
で
購
入
機
種
に
変

化
が
あ
る
。
な
ぜ
３
万
円
と

設
定
し
た
の
か
。

町
長 

県
内
の
補
助
制
度
は

大
体
こ
れ
ぐ
ら
い
だ
。
上
限

額
３
万
円
ま
で
は
補
助
率

１
０
０
％
と
い
う
制
度
設
計

に
し
た
。

問

需
要
に
よ
っ
て
は
補
助

額
の
上
げ
下
げ
が
あ
る
の

か
。

答

制
度
を
始
め
る
段
階
で

上
げ
下
げ
は
考
え
て
い
な
い

が
、
下
げ
る
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
。

総
括
質
疑

井
川
町
み
の
り
の
未
来
農
業
継
続
事
業
補
助
金

（
１
５
０
０
万
円
）

伊
藤
秀
人 

条
件
の
中
に
前

年
度
農
業
収
入
１
０
０
万
円

以
上
が
あ
る
。
１
０
０
万
円

に
達
し
な
く
て
も
こ
の
先
増

や
し
て
い
こ
う
と
い
う
意
欲

の
あ
る
人
の
気
持
ち
を
削
い

で
し
ま
う
よ
う
な
線
引
き
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
と
思
う

が
。

産
業
課
長 

１
０
０
万
円
以

上
に
な
る
見
込
み
が
あ
れ
ば

交
付
す
る
。

問

見
込
ん
だ
け
ど
達
し
な

か
っ
た
場
合
、
取
消
な
ど
の

措
置
を
取
る
の
か
。

答

実
績
報
告
の
理
由
書
で

判
断
す
る
。

稲作の基本は水管理から（畦塗り作業）
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教育民生常任委員会

総務産業常任委員会

問

井
川
町
土
地
開
発
基
金

の
廃
止
に
つ
い
て
、
先
日
の

一
般
質
問
で
の
町
長
答
弁

で
、
町
に
は
住
む
た
め
の
土

地
が
少
な
い
と
言
っ
て
い

た
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め

に
廃
止
せ
ず
に
残
し
て
お
い

て
は
。

答

こ
の
基
金
は
定
額
運
用

基
金
で
あ
り
、
土
地
購
入
で

も
緊
急
性
の
高
い
も
の
に
の

み
充
て
ら
れ
る
も
の
で
、
単

な
る
土
地
購
入
に
は
充
て
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
土
地
価

格
も
安
定
し
て
お
り
、
緊
急

的
な
土
地
購
入
は
今
後
想
定

さ
れ
な
い
た
め
廃
止
す
る
。

問

納
税
組
合
に
つ
い
て
、

自
分
の
町
内
の
組
合
も
解
散

し
、通
帳
を
解
約
し
て
い
る
。

仮
に
今
後
各
町
内
の
納
税
組

合
に
配
布
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
資
金
が
あ
る
可
能
性
は

ゼ
ロ
と
い
う
こ
と
か
。

答

今
の
と
こ
ろ
ゼ
ロ
と
考

え
て
い
る
。
通
帳
は
解
約
す

る
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
と

問

診
療
所
の
繰
出
金
に
つ

い
て
、
例
年
並
み
の
金
額
で

あ
る
が
、
受
診
者
数
の
変
動

も
あ
ま
り
な
い
の
か
。

答

診
療
所
の
繰
出
金
に
つ

い
て
は
毎
年
同
等
の
金
額
で

予
算
化
し
て
い
る
。

　

受
診
者
数
は
例
年
以
上
に

多
か
っ
た
令
和
５
年
度
よ
り

若
干
減
少
し
て
い
る
。

問

高
等
学
校
等
通
学
定
期

乗
車
券
購
入
助
成
金
に
つ
い

て
、
72
万
円
減
の
マ
イ
ナ
ス

補
正
と
の
こ
と
だ
が
、
見
込

み
と
の
差
が
大
き
い
要
因
は

な
ぜ
か
。
対
象
者
数
の
減
少

か
。

答

対
象
人
数
の
減
少
で
は

な
い
。
当
初
予
算
で
は
井
川

さ
く
ら
駅
〜
秋
田
駅
間
の
通

学
定
期
乗
車
券
費
用
を
計
上

総
務
産
業

教
育
民
生

こ
ろ
で
あ
る
。

問

農
業
委
員
の
報
酬
額
に

つ
い
て
、
改
正
前
で
は
全
県

最
下
位
と
の
こ
と
だ
が
、
改

正
に
よ
り
何
位
に
な
っ
た
の

か
。
ま
た
、
報
酬
額
を
改
定

し
た
理
由
は
。

答

12
町
村
中
、
委
員
は
８

位
、会
長
は
６
位
と
な
っ
た
。

　

改
定
理
由
は
、
離
農
者
増

に
よ
る
担
い
手
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
や
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

等
、
各
委
員
の
活
動
日
数
の

増
加
と
、
地
域
計
画
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
業
務
、ま
た
、

全
員
が
参
加
す
る
会
合
も
令

和
５
年
度
が
27
日
、
令
和
６

年
度
で
39
日
と
増
加
し
て
い

る
た
め
で
あ
る
。

し
て
い
る
が
、
よ
り
短
い
区

間
を
利
用
す
る
対
象
者
が
多

か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

問

奨
学
金
の
利
用
者
が
多

く
な
っ
た
の
は
、
大
学
進
学

の
た
め
か
、
高
校
進
学
の
た

め
か
。

答

基
本
的
に
は
大
学
進
学

の
た
め
の
利
用
者
の
増
加
。

奨
学
金
利
用
者
は
以
前
は
多

く
て
も
年
間
１
人
〜
３
人
程

度
だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
明
け

あ
た
り
か
ら
利
用
者
が
若
干

増
加
し
た
。

（３月10日開催）

常 任 委 員 会 審 査
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◆一般質問のルールについて ◆
発言時間は１人30分以内。質問方式は、一括質問方式と一問一答方式があります。

　令和７年第１回定例会において、３月６日、一般質問が行われ、４名
の議員が質問に立った。

Ｐ9

石井　　茂　議員（一問一答方式）

1補聴器購入助成について
2町有林の管理・活用方法について

Ｐ10

伊藤　秀人　議員（一問一答方式）

1  国の施策の「地方創生」と「まちづくりに係る新会社」との
関連について

2  新会社設立計画書（案）の創業計画概要書、資金計画書、そ
の他の疑問点について

Ｐ11

八柳　喜行　議員（一問一答方式）

1新年度早々実施する水害対策の実施について
2国花苑の総合案内掲示板の検討について
3公共施設の新築計画の準備検討について

Ｐ12

伊藤　一彦　議員（一問一答方式）

1若者の定住施策と空き家対策について

　議員が通告した質問項目のす
べてを一括して質問し、その後
町長などが一括して答弁を行う
方式。答弁は３回まで要求でき
る。

一括質問方式とは 一問一答方式とは

　議員が通告書に記載した質問項目
ごとに質問・答弁を行う質問方式
で、一括質問方式とは異なり、１つ
の項目について質問が完結してから
次の項目について質問する方式。

8

町
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

４人が 一 質般 問

い
る
。
軽
度
、
中
度
程
度
の

難
聴
に
つ
い
て
は
行
っ
て
い

な
い
。

　

難
聴
は
、
対
人
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
い
か

な
い
な
ど
、
日
常
生
活
に
影

響
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。

　

先
行
し
て
い
る
自
治
体
を

参
考
に
し
、
制
度
設
計
を
含

め
前
向
き
に
進
め
て
行
き
た

い
と
思
う
。

石
井
年
齢
や
所
得
の
制

限
、
国
の
交
付
金
・

補
助
金
の
活
用
な
ど
、
各
自

治
体
で
制
度
設
計
に
違
い
が

あ
る
。

　

町
で
実
施
す
る
場
合
は
、

広
く
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
も
の

に
し
て
は
と
考
え
る
が
。

町
長
補
聴
器
の
金
額
は
安

い
も
の
か
ら
高
額
な

も
の
と
様
々
だ
。
補
助
金
額

を
ど
う
設
定
す
る
か
な
ど
検

討
す
べ
き
課
題
は
多
い
。

　

財
源
を
ど
う
す
る
か
な
ど

の
問
題
も
あ
る
が
、
意
気
込

み
と
し
て
は
広
く
対
象
に
な

る
よ
う
頑
張
る
。

石
井
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
対
象
と
な
ら
な

い
加
齢
性
難
聴
者
が
町
で
も

増
え
て
い
る
。

　

補
聴
器
の
公
的
助
成
が
全

国
的
に
大
き
な
流
れ
と
な

り
、
県
内
で
も
12
自
治
体
が

実
施
し
て
い
る
。

　

補
聴
器
購
入
助
成
は
、
認

知
症
・
フ
レ
イ
ル
・
生
活
習

慣
病
予
防
と
、
一
石
何
鳥
に

も
な
る
施
策
だ
と
考
え
る
。

町
と
し
て
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

町
長
障
害
者
総
合
支
援
法

に
基
づ
く
補
装
具
給

付
と
し
て
、
難
聴
の
認
定
を

受
け
ら
れ
て
い
る
方
に
対
し

て
は
、
補
聴
器
を
購
入
す
る

た
め
の
費
用
助
成
を
行
っ
て

石
井
明
治
37
年
か
ら
の
歴

史
を
持
つ
井
川
町
・

潟
上
市
共
有
財
産
管
理
組
合

が
、
こ
の
３
月
31
日
で
解
散

と
な
り
、
杉
、
赤
松
、
広
葉

樹
な
ど
２
２
９
ha
が
町
所
有

と
な
る
。

補聴器購入に助成を
前向きに進める

石
いし

井
い

　　茂
しげる

議員

赤
松
対
策
を
早
急
に

自
然
の
力
を
利
用
す
る

　

岩
手
県
な
ど
の
山
林
火
災

を
受
け
、
森
林
の
役
割
に
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
町
有

林
の
短
期
的
及
び
中
長
期
的

な
管
理
や
活
用
方
法
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

町
長
今
年
度
で
間
伐
事
業

が
完
了
す
る
状
況

で
、
今
後
は
皆
伐
と
再
造
林

を
中
心
に
活
用
し
て
い
く
。

　

特
に
赤
松
の
伐
採
後
に
つ

い
て
は
、
広
葉
樹
等
の
混
交

林
化
が
適
切
で
は
な
い
か
と

今
は
考
え
て
い
る
。

石
井
山
林
の
44
％
が
赤
松

だ
。
赤
松
に
関
し
て

は
収
入
を
得
る
こ
と
よ
り
も

赤
字
幅
を
ど
う
少
な
く
す
る

か
が
問
題
だ
と
思
う
。

　

年
次
計
画
を
立
て
、
早
期

に
伐
採
し
次
の
手
を
打
つ
べ

き
と
考
え
る
が
。

町
長
赤
松
に
関
し
て
は
、

共
有
財
産
管
理
組
合

の
管
理
者
と
し
て
も
頭
の
痛

い
問
題
で
あ
っ
た
。伐
採
後
、

再
造
林
し
て
も
生
育
が
う
ま

く
進
ま
な
い
よ
う
だ
。
皆
伐

を
す
る
こ
と
は
今
の
段
階
で

は
考
え
ず
ら
い
。

　

山
の
多
面
的
機
能
は
理
解

し
て
い
る
。
自
然
の
力
を
利

用
し
、
時
間
を
か
け
て
再
生

さ
せ
て
い
く
べ
き
な
の
で
は

と
も
考
え
て
い
る
。

どうする松の活用

石
井
な
る
べ
く
早
く
実
施

す
べ
き
で
は
と
考
え

る
が
。

町
長
制
度
設
計
や
財
源
の

確
保
な
ど
総
合
的
な

判
断
が
必
要
だ
。
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。
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伊
藤
秀
４
月
設
立
予
定
の

「
ま
ち
づ
く
り
に

係
る
新
会
社
」
は
、

２
０
１
４
年
公
布
の
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

法
」
に
基
づ
い
た
政
策
、

事
業
で
あ
る
か
。

町
長
会
社
の
設
立
そ
の

も
の
が
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」

に
直
接
基
づ
い
た
事
業
だ

と
は
考
え
て
い
な
い
。
し

か
し
、
事
業
の
実
施
主
体

が
町
と
な
る
の
か
会
社
に

な
る
の
か
の
違
い
は
あ
る

が
、
地
域
と
し
て
目
指
す

と
こ
ろ
は
同
じ
で
あ
る
。

伊
藤
秀

本
町
に
お
い
て

「
地
方
創
生
交
付

金
」
等
の
地
方
創
生
関
連

の
交
付
金
を
活
用
し
た
経

緯
は
あ
る
か
。

町
長
平
成
27
年
度
以
降
７

事
業
等
に
地
方
創
生

関
連
の
交
付
金
を
活
用
し
た

実
績
は
あ
る
。

伊
藤
秀

４
月
設
立
予
定
の

「
ま
ち
づ
く
り
に
係

る
新
会
社
」
の
事
業
は
、
地

方
創
生
関
連
の
交
付
金
の
申

請
は
可
能
な
事
業
に
該
当
す

る
の
か
。

町
長
本
事
業
が
（
地
方
創

生
関
連
の
交
付
金
）

申
請
に
該
当
に
な
る
こ
と
は

な
い
と
理
解
い
た
だ
き
た

い
。
ど
の
事
業
に
も
共
通
し

て
言
え
る
こ
と
は
、
町
と
し

て
各
種
補
助
金
や
交
付
税
参

入
率
の
高
い
起
債
の
活
用

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
財
源

確
保
に
努
め
な
が
ら
事
業
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

「地方創生」と「まちづくりに係る新会社」
との関連は

事業の実施主体の違いはあるが、目指すところは同じ

新
会
社
設
立
計
画
に

関
す
る
疑
問
点

利
益
は
福
祉
向
上
と
し
て
住
民
に
還
元
さ
れ
る

伊
藤
秀
「
井
川
町
が
発
起

人
・
全
額
出
資
」
に

よ
る
会
社
法
上
の
株
式
会
社

と
し
て
設
立
と
あ
る
が
、
イ

メ
ー
ジ
的
に
町
民
・
住
民
が

間
接
的
に
株
主
と
の
認
識
で

い
い
の
か
。

町
長
新
会
社
を
町
で
何
の

た
め
に
や
っ
て
い
る

か
と
い
う
と
、
住
民
の
福
祉

向
上
の
た
め
で
あ
り
、
最
終

的
に
還
元
さ
れ
る
先
と
の
関

係
は
株
主
と
は
言
え
な
い

が
、
似
た
よ
う
な
関
係
と
捉

え
て
も
構
わ
な
い
。

伊
藤
秀
会
社
と
し
て
の
設
立

年
月
日
は
決
め
て
い

る
の
か
。

町
長
４
月
の
早
い
段
階
で

株
式
会
社
と
し
て
登

記
を
す
る
考
え
で
あ
る
。

伊
藤
秀
事
業
内
容
は
①
「
農

産
物
を
集
荷
し
、
加

工
品
の
製
造
加
工
」
②
「
ふ

る
さ
と
納
税
中
間
業
務
の
受

託
」「
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
等
の
販
売
」
③
「
宿
泊
施

設
管
理
業
務
受
託
」
④
「
デ

マ
ン
ド
交
通
事
業
の
運
営
受

託
」
⑤
「
そ
の
他
井
川
町
の

政
策
に
関
連
し
た
事
業
の
実

施
」
と
あ
る
が
、
今
後
、
国

の
施
策
、
県
の
政
策
、
世
界

情
勢
、世
相
等
に
関
連
し
て
、

事
業
内
容
の
追
加
、
変
更
、

廃
止
も
有
り
得
る
の
か
。

町
長
事
業
内
容
の
追
加
、

変
更
、
廃
止
は
当
然

有
り
得
る
と
考
え
る
。
こ
の

事
業
以
外
の
事
業
を
記
載
し

た
定
款
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

伊
藤
秀
実
施
責
任
者
・
役
員

（
町
長
が
社
長
）、（
副

町
長
が
専
務
）
と
の
こ
と
だ

が
、
会
社
の
健
全
運
営
の
た

め
に
も
監
査
役
員（
監
査
員
）

は
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長
会
社
ス
タ
ー
ト
の
段

階
で
は
監
査
役
は
設

置
し
な
い
考
え
で
あ
る
。
会

社
の
規
模
が
大
き
く
な
っ
た

ら
監
査
役
の
設
置
も
考
え

る
。

伊
藤
秀
会
社
の
業
績
次
第
に

よ
っ
て
は
、
今
後
更

な
る
設
備
投
資
や
増
資
（
資

本
金
を
増
や
す
）
の
考
え
は

あ
る
か
。

町
長
会
社
が
う
ま
く
成
長

し
て
く
れ
れ
ば
設
備

投
資
や
増
強
、
増
資
は
当
然

必
要
で
あ
る
。
そ
う
な
る
よ

う
に
努
力
し
て
参
り
た
い
。

伊
藤
秀
会
社
定
款
の
作
成
、

商
業
登
記
申
請
の
準

備
は
ど
の
程
度
ま
で
進
ん
で

い
る
か
。

町
長
登
記
書
類
は
最
終

段
階
の
微
調
整
、
微

修
正
の
最
終
段
階
、
３
月
中

に
定
款
の
認
証
を
受
け
、
４

月
の
早
い
段
階
で
設
立
し
た

い
。

伊
藤
秀

新
会
社
の
中
間
決

算
、
年
度
決
算
等
の

収
支
、
損
益
は
町
民
に
開
示

は
す
る
の
か
。

町
長
毎
年
度
、
定
期
的
に

議
会
に
経
営
状
況
の

報
告
義
務
が
あ
る
。
年
度
決

算
に
つ
い
て
は
議
会
に
報
告

し
、
そ
の
上
で
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
に
公
表
す
る
の
で
、
町

民
に
も
見
れ
る
機
会
が
必
然

と
生
じ
る
。

新会社の社屋として活用される旧商工会館

伊
い

藤
とう

　秀
しゅうと

人
議員

10

一般質問一般質問

八
柳
街
道
地
区
の
水
害

対
策
の
実
施
ル
ー

ト
と
施
工
時
期
を
伺
う
。

町
民
生

活
課
長

実
施
ル
ー
ト
は
、

役
場
周
辺
を
中
心

に
公
民
館
向
か
い
か
ら
県

道
を
横
断
し
て
井
川
新
橋

ま
で
の
水
路
。
町
管
理
部

分
は
土
砂
の
堆
積
が
あ
れ

ば
暗
渠
清
掃
を
実
施
す

る
。
県
と
土
地
改
良
区
の

実
施
時
期
も
新
年
度
早
々

と
な
る
見
込
み
。

八
柳
国
花
苑
の
総
合
案
内

板
に
つ
い
て
、
更
新

や
そ
の
内
容
、
方
法
に
つ
い

て
検
討
す
る
の
で
時
間
が
欲

し
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、

そ
の
検
討
結
果
を
伺
う
。

水害対策の実施ルートと施工時期を伺う
管理が複合的な水路のため順次実施

八
やつやなぎ

柳　喜
よし

行
ゆき

議員

八
柳
公
民
館
、
定
住
促
進

セ
ン
タ
ー
は
建
設
か

ら
40
数
年
経
過
し
て
い
る
。

新
築
計
画
に
着
手
し
令
和
８

年
度
建
設
に
着
手
す
る
考
え

は
な
い
か
。

町
長
令
和
８
年
度
か
ら
実

質
的
な
建
築
計
画
に

着
手
す
る
構
想
は
あ
り
ま
せ

ん
。

国
花
苑
案
内
板
の
改
修
は

全
面
撤
去
を
含
め
検
討
中

各
公
共
施
設
の
新
築
計
画
の

前
倒
し
構
想
は

新
築
構
想
は
あ
り
ま
せ
ん

町
長
令
和
７
年
度
に
宿
泊

棟
や
新
た
な
施
設
等

で
大
き
く
変
わ
る
の
で
検
討

も
含
め
、
あ
る
程
度
の
時
間

が
必
要
で
あ
る
。
経
年
劣
化

も
激
し
い
た
め
全
面
撤
去
も

含
め
検
討
し
て
い
る
。

改修が望まれる国花苑案内板

老朽化が進む定住促進センター
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一般質問一般質問



伊
藤
秀
４
月
設
立
予
定
の

「
ま
ち
づ
く
り
に

係
る
新
会
社
」
は
、

２
０
１
４
年
公
布
の
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

法
」
に
基
づ
い
た
政
策
、

事
業
で
あ
る
か
。

町
長
会
社
の
設
立
そ
の

も
の
が
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」

に
直
接
基
づ
い
た
事
業
だ

と
は
考
え
て
い
な
い
。
し

か
し
、
事
業
の
実
施
主
体

が
町
と
な
る
の
か
会
社
に

な
る
の
か
の
違
い
は
あ
る

が
、
地
域
と
し
て
目
指
す

と
こ
ろ
は
同
じ
で
あ
る
。

伊
藤
秀

本
町
に
お
い
て

「
地
方
創
生
交
付

金
」
等
の
地
方
創
生
関
連

の
交
付
金
を
活
用
し
た
経

緯
は
あ
る
か
。

町
長
平
成
27
年
度
以
降
７

事
業
等
に
地
方
創
生

関
連
の
交
付
金
を
活
用
し
た

実
績
は
あ
る
。

伊
藤
秀

４
月
設
立
予
定
の

「
ま
ち
づ
く
り
に
係

る
新
会
社
」
の
事
業
は
、
地

方
創
生
関
連
の
交
付
金
の
申

請
は
可
能
な
事
業
に
該
当
す

る
の
か
。

町
長
本
事
業
が
（
地
方
創

生
関
連
の
交
付
金
）

申
請
に
該
当
に
な
る
こ
と
は

な
い
と
理
解
い
た
だ
き
た

い
。
ど
の
事
業
に
も
共
通
し

て
言
え
る
こ
と
は
、
町
と
し

て
各
種
補
助
金
や
交
付
税
参

入
率
の
高
い
起
債
の
活
用

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
財
源

確
保
に
努
め
な
が
ら
事
業
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

「地方創生」と「まちづくりに係る新会社」
との関連は

事業の実施主体の違いはあるが、目指すところは同じ

新
会
社
設
立
計
画
に

関
す
る
疑
問
点

利
益
は
福
祉
向
上
と
し
て
住
民
に
還
元
さ
れ
る

伊
藤
秀
「
井
川
町
が
発
起

人
・
全
額
出
資
」
に

よ
る
会
社
法
上
の
株
式
会
社

と
し
て
設
立
と
あ
る
が
、
イ

メ
ー
ジ
的
に
町
民
・
住
民
が

間
接
的
に
株
主
と
の
認
識
で

い
い
の
か
。

町
長
新
会
社
を
町
で
何
の

た
め
に
や
っ
て
い
る

か
と
い
う
と
、
住
民
の
福
祉

向
上
の
た
め
で
あ
り
、
最
終

的
に
還
元
さ
れ
る
先
と
の
関

係
は
株
主
と
は
言
え
な
い

が
、
似
た
よ
う
な
関
係
と
捉

え
て
も
構
わ
な
い
。

伊
藤
秀
会
社
と
し
て
の
設
立

年
月
日
は
決
め
て
い

る
の
か
。

町
長
４
月
の
早
い
段
階
で

株
式
会
社
と
し
て
登

記
を
す
る
考
え
で
あ
る
。

伊
藤
秀
事
業
内
容
は
①
「
農

産
物
を
集
荷
し
、
加

工
品
の
製
造
加
工
」
②
「
ふ

る
さ
と
納
税
中
間
業
務
の
受

託
」「
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
等
の
販
売
」
③
「
宿
泊
施

設
管
理
業
務
受
託
」
④
「
デ

マ
ン
ド
交
通
事
業
の
運
営
受

託
」
⑤
「
そ
の
他
井
川
町
の

政
策
に
関
連
し
た
事
業
の
実

施
」
と
あ
る
が
、
今
後
、
国

の
施
策
、
県
の
政
策
、
世
界

情
勢
、世
相
等
に
関
連
し
て
、

事
業
内
容
の
追
加
、
変
更
、

廃
止
も
有
り
得
る
の
か
。

町
長
事
業
内
容
の
追
加
、

変
更
、
廃
止
は
当
然

有
り
得
る
と
考
え
る
。
こ
の

事
業
以
外
の
事
業
を
記
載
し

た
定
款
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

伊
藤
秀
実
施
責
任
者
・
役
員

（
町
長
が
社
長
）、（
副

町
長
が
専
務
）
と
の
こ
と
だ

が
、
会
社
の
健
全
運
営
の
た

め
に
も
監
査
役
員（
監
査
員
）

は
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長
会
社
ス
タ
ー
ト
の
段

階
で
は
監
査
役
は
設

置
し
な
い
考
え
で
あ
る
。
会

社
の
規
模
が
大
き
く
な
っ
た

ら
監
査
役
の
設
置
も
考
え

る
。

伊
藤
秀
会
社
の
業
績
次
第
に

よ
っ
て
は
、
今
後
更

な
る
設
備
投
資
や
増
資
（
資

本
金
を
増
や
す
）
の
考
え
は

あ
る
か
。

町
長
会
社
が
う
ま
く
成
長

し
て
く
れ
れ
ば
設
備

投
資
や
増
強
、
増
資
は
当
然

必
要
で
あ
る
。
そ
う
な
る
よ

う
に
努
力
し
て
参
り
た
い
。

伊
藤
秀
会
社
定
款
の
作
成
、

商
業
登
記
申
請
の
準

備
は
ど
の
程
度
ま
で
進
ん
で

い
る
か
。

町
長
登
記
書
類
は
最
終

段
階
の
微
調
整
、
微

修
正
の
最
終
段
階
、
３
月
中

に
定
款
の
認
証
を
受
け
、
４

月
の
早
い
段
階
で
設
立
し
た

い
。

伊
藤
秀

新
会
社
の
中
間
決

算
、
年
度
決
算
等
の

収
支
、
損
益
は
町
民
に
開
示

は
す
る
の
か
。

町
長
毎
年
度
、
定
期
的
に

議
会
に
経
営
状
況
の

報
告
義
務
が
あ
る
。
年
度
決

算
に
つ
い
て
は
議
会
に
報
告

し
、
そ
の
上
で
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
に
公
表
す
る
の
で
、
町

民
に
も
見
れ
る
機
会
が
必
然

と
生
じ
る
。

新会社の社屋として活用される旧商工会館

伊
い

藤
とう

　秀
しゅうと

人
議員
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一般質問一般質問

八
柳
街
道
地
区
の
水
害

対
策
の
実
施
ル
ー

ト
と
施
工
時
期
を
伺
う
。

町
民
生

活
課
長

実
施
ル
ー
ト
は
、

役
場
周
辺
を
中
心

に
公
民
館
向
か
い
か
ら
県

道
を
横
断
し
て
井
川
新
橋

ま
で
の
水
路
。
町
管
理
部

分
は
土
砂
の
堆
積
が
あ
れ

ば
暗
渠
清
掃
を
実
施
す

る
。
県
と
土
地
改
良
区
の

実
施
時
期
も
新
年
度
早
々

と
な
る
見
込
み
。

八
柳
国
花
苑
の
総
合
案
内

板
に
つ
い
て
、
更
新

や
そ
の
内
容
、
方
法
に
つ
い

て
検
討
す
る
の
で
時
間
が
欲

し
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、

そ
の
検
討
結
果
を
伺
う
。

水害対策の実施ルートと施工時期を伺う
管理が複合的な水路のため順次実施

八
やつやなぎ

柳　喜
よし

行
ゆき

議員

八
柳
公
民
館
、
定
住
促
進

セ
ン
タ
ー
は
建
設
か

ら
40
数
年
経
過
し
て
い
る
。

新
築
計
画
に
着
手
し
令
和
８

年
度
建
設
に
着
手
す
る
考
え

は
な
い
か
。

町
長
令
和
８
年
度
か
ら
実

質
的
な
建
築
計
画
に

着
手
す
る
構
想
は
あ
り
ま
せ

ん
。

国
花
苑
案
内
板
の
改
修
は

全
面
撤
去
を
含
め
検
討
中

各
公
共
施
設
の
新
築
計
画
の

前
倒
し
構
想
は

新
築
構
想
は
あ
り
ま
せ
ん

町
長
令
和
７
年
度
に
宿
泊

棟
や
新
た
な
施
設
等

で
大
き
く
変
わ
る
の
で
検
討

も
含
め
、
あ
る
程
度
の
時
間

が
必
要
で
あ
る
。
経
年
劣
化

も
激
し
い
た
め
全
面
撤
去
も

含
め
検
討
し
て
い
る
。

改修が望まれる国花苑案内板

老朽化が進む定住促進センター
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一般質問一般質問



伊
い

藤
とう

　一
かず

彦
ひこ

議員

若者の定住施策と空き家対策について
若者子育てホーム循環事業を実施

伊
藤
一 
井
川
に
住
み
た

い
、
井
川
で
暮

ら
し
た
い
と
考
え
て
い

る
若
者
を
対
象
に
し
た

定
住
施
策
と
空
き
家
対

策
を
絡
め
た
施
策
提
案

す
る
。
ま
ず
、
町
が
空
き
家

と
土
地
を
無
償
譲
渡
又
は
安

価
で
買
い
取
り
、
当
然
あ
る

程
度
の
条
件
を
付
け
た
上

で
、
住
み
た
い
若
者
に
、
リ

フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
５
０
０

万
円
を
上
限
に
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
金
を
交
付
す
る
。
解
体

す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ま
で

の
解
体
補
助
金
を
利
用
し
た

上
で
、
５
０
０
万
円
を
定
住

対
策
費
と
し
て
補
助
す
る
町

単
独
事
業
を
実
施
し
て
は
ど

う
か
、
町
長
の
見
解
を
伺

う
。

町
長
土
地
や
空
き
家
を
町

が
無
償
譲
渡
や
買
い

取
り
を
前
提
に
し
た
仕
掛
け

で
は
売
れ
残
っ
た
場
合
の
行

政
コ
ス
ト
が
大
き
く
な
る
リ

ス
ク
が
あ
る
。
空
き
家
対
策

と
定
住
促
進
を
繋
ぐ
「
若
者

子
育
て
ホ
ー
ム
循
環
事
業
」

と
目
指
す
方
向
は
同
じ
だ
と

思
う
。
今
後
増
え
て
い
く
空

き
家
と
、
若
者
に
住
む
場
所

を
提
供
す
る
組
み
合
わ
せ

は
、
方
向
性
と
し
て
大
事
だ

と
考
え
る
。

伊
藤
一 

今
後
の
人
口
減
少
対

策
に
繋
が
る
定
住
促

進
へ
の
考
え
を
伺
う
。

町
長
人
口
減
少
対
策
、
定

住
対
策
、
移
住
対
策

に
関
し
て
は
、
一
つ
の
施
策

で
効
果
が
出
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
無
い
。住
環
境
や
職
場
、

学
校
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
等
社

会
環
境
等
々
、
複
合
的
な
要

因
が
条
件
と
な
る
。

　

全
て
の
物
事
を
上
手
く
組

み
合
わ
せ
な
が
ら
、
出
来
る

限
り
の
こ
と
を
や
っ
て
い

く
。
今
回
の
ホ
ー
ム
循
環
事

業
等
、
他
の
自
治
体
に
比
べ

我
が
町
と
し
て
誇
れ
る
施
策

を
ま
ず
は
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
か
ら
進
め
て
い
く
。

空き家バンク登録されている物件

若者定住と空き家対策事業
他にも子育て支援を実施（詳細は町広報４月号）
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条
例
の
制
定
・
改
正
・
廃
止

議
案
第
４
号

井
川
町
産
業
振
興
資
金
貸
付

基
金
条
例
の
制
定

　

資
金
の
貸
付
け
を
円
滑
か
つ
効

率
的
に
運
営
す
る
た
め

議
案
第
５
号

井
川
町
職
員
の
分
限
に
関
す

る
手
続
及
び
効
果
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

過
失
に
よ
る
交
通
事
故
に
起
因

し
て
職
員
が
失
職
す
る
場
合
の
特

例
を
定
め
る

議
案
第
６
号

井
川
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児

又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の

福
祉
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

に
よ
り
時
間
外
勤
務
の
制
限
の
対

象
と
な
る
職
員
の
範
囲
を
拡
大
す

る

議
案
第
７
号

井
川
町
職
員
の
育
児
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児

又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の

福
祉
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

に
よ
る
所
要
の
改
正

議
案
第
８
号

井
川
町
非
常
勤
特
別
職
の
職

員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

当
該
委
員
の
職
務
及
び
職
責
と

の
相
応
を
図
り
、
各
報
酬
額
を
改

定

議
案
第
９
号

井
川
町
一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

給
料
表
の
号
級
構
成
並
び
に
扶

養
手
当
の
支
給
対
象
と
額
及
び
寒

冷
地
手
当
の
支
給
対
象
職
員
等
に

つ
い
て
所
要
の
改
正

議
案
第
10
号

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

　

条
例
の「
懲
役
」・「
禁
錮
」を「
拘

禁
刑
」
に
改
め
る
と
と
も
に
、
所

要
の
経
過
措
置
を
設
け
る

議
案
第
11
号

国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
等
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

　

日
当
及
び
宿
泊
料
を
支
給
す
る

旅
行
地
の
区
分
に
つ
い
て
所
要
の

規
定
の
整
備
を
行
う

議
案
第
12
号

井
川
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

井
川
町
災
害
弔
慰
金
等
支
給
審

査
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
規
定

す
る
こ
と
に
伴
う
所
要
の
改
正

議
案
第
13
号

井
川
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
、
第
５
類
へ
移
行
し
、
傷
病
手

当
金
の
請
求
期
限
で
あ
る
２
年
が

経
過
す
る
こ
と
か
ら
、
所
要
の
改

正
を
行
う議

案
第
14
号

井
川
町
土
地
開
発
基
金
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

　

当
該
基
金
を
廃
止
す
る
た
め
、

条
例
を
廃
止

　

３
月
議
会
に
上
程
さ
れ
た
条
例
の
制
定
１
件
、
改
正
９
件
、
廃
止
１

件
の
議
案
は
各
常
任
委
員
会
で
の
審
査
後
、
最
終
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
全
会
一
致
で
原
案
通
り
可
決
し
た
。

採　
　

択

全
員
一
致

●
 「

最
低
賃
金
法
の
改
正
と

中
小
企
業
支
援
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
」
の
採
択

を
求
め
る
陳
情
書

継
続
審
査

全
員
一
致

●
 

「
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度

の
導
入
を
求
め
る
意
見
書
」

採
択
に
関
す
る
陳
情
書

不
採
択

賛
成
少
数

●
 

地
方
自
治
を
無
視
す
る
国

に
沖
縄
と
の
対
話
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
関
す

る
陳
情

不
採
択

全
員
一
致

●
 

デ
ジ
タ
ル
・
ベ
ー
シ
ッ
ク

イ
ン
カ
ム
導
入
に
関
す
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

の
陳
情
書

●
 

政
党
機
関
紙
の
庁
舎
内
勧

誘
行
為
に
お
け
る
庁
舎
管

理
規
則
の
徹
底
を
求
め
る

要
望
書

同
意
第
１
号

・
井
川
町
特
別
功
労
者

　
北
嶋
　
満
雄
（
街
　
道
）

　
遠
間
　
富
和
（
田
　
中
）

同
意
第
２
号

・
農
業
委
員
会
委
員
選
任

　

再
任

　

鷲
谷
　
利
和
（
海
老
沢
）

　

佐
藤
　
徳
昭
（
新
屋
敷
）

　

伊
藤
　
晴
美
（
八
　
幡
）

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
か
ら

　

高
橋
　
儀
博
（
新
　
間
）

　

中
道
　
　
寛
（
今
　
戸
）

　

伊
藤
　
澄
男
（
上
　
村
）

　

新
任

　

草
階
　
耕
悦
（
井
　
内
）

　

石
井
　
勝
利
（
葹
　
田
）

　

小
玉
　
昭
代
（
寺
　
沢
）

同
意
３
号

・ 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
選
任

　

再
任

　

工
藤
　
貞
彦
（
大
　
麦
）

諮
問
第
１
号

・
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

新
任

　

安
保
真
由
美
（
綱
木
沢
）

陳
情
・
要
望

人
事
案
件
（
敬
称
略
）
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聞かせて町の声！

　

旬
の
話
題
（
記
事
）
を
旬
な
時
期

に
お
届
け
し
た
い
と
、
３
月
下
旬
に

議
会
広
報
誌
の
担
当
ペ
ー
ジ
の
記
事

づ
く
り
を
終
え
ま
し
た
が
、
発
行
日

が
大
人
の
事
情
に
て
５
月
１
日
に
ず

れ
込
む
「
歯
が
ゆ
さ
」
を
感
じ
な
が

ら
、
こ
の
編
集
後
記
を
し
た
た
め
て

い
ま
す
。

　

担
当
し
た
表
紙
の
写
真
も
、
町
民

の
皆
様
の
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
旬

12月12日　学校給食調理場運営委員会 （井川義務教育学校）
　　16日　議会だより編集委員会（以降３回） （役場：小会議室）
　　19日　第２回　八郎湖周辺清掃事務組合　議会定例会 （男鹿市：クリーンセンター）
　　20日　南秋田郡町村議会正副議長並びに事務局職員合同研修会 （大潟村役場）
　　23日　八郎潟町・井川町衛生処理施設組合　議会定例会 （八郎潟町役場）
　　24日　議会タブレット勉強会（以降２回） （役場：第２会議室）
　　25日　井川町農業再生協議会　総会 （役場：第２会議室）
　１月４日　井川町消防出初式 （農村環境改善センター）
　　10日　第１回　井川町議会全員協議会 （役場：大会議室）
　　10日　新春賀詞交歓会並びに商工業永年勤続優良従業員表彰式 （農村環境改善センター）
　　20日　第１回　井川町議会運営委員会 （役場：正副議長室）
　　20日　第１回　井川町議会臨時会 （役場：議場）
　　21日　秋田県町村議会議長会正副会長会議 （秋田市：秋田県市町村会館）
　２月１日　井川町合同厄祓・還暦祭 （農村環境改善センター）
　　４日　全国豪雪地帯町村議会議長会 理事会・総会 （東京都：全国町村議員会館）
　　４日　北海道、東北町村議会議長会 定期総会 （東京都：全国町村議員会館）
　　５日　全国町村議会議長会 定期総会・都道府県会長会 （東京都：ルポール麴町）
　　７日　第２回　井川町議会全員協議会 （役場：議場）
　　12日　秋田県町村議会議長会　理事会 （秋田市：秋田県市町村会館）
　　12日　秋田県町村電算システム共同事業組合 議会定例会 （秋田市：秋田県市町村会館）
　　13日　秋田県市町村振興協会　評議員会 （秋田市：秋田県市町村会館）
　　19日　南秋田郡町村議会議長連絡協議会 （五城目町役場）
　　20日　国民健康保険運営協議会 （役場：第２会議室）
　　20日　介護保険・地域包括支援センター運営協議会 （役場：第２会議室）
　　20日　議会と農業委員会との意見交換会 （役場：第１会議室）
　　25日　第３回　井川町議会全員協議会 （役場：議場）
　　27日　第２回　井川町議会運営委員会 （役場：正副議長室）
　　28日　井川町社会福祉協議会　理事会 （役場：第２会議室）
　　28日　日本国花苑さくらまつり実行委員会 （農村環境改善センター）
　３月２日　井川町婦人会　総会 （農村環境改善センター）
　　６日～18日　第１回　井川町議会定例会 （役場：議場）
　　７日　井川義務教育学校　卒業式 （井川義務教育学校） 
　　11日　秋田県都市計画審議会 （秋田市：秋田県議会棟大会議室）
　　18日　第３回　井川町議会運営委員会 （役場：正副議長室）

議会のうごき

伊藤　澄男さん
（上村町内）

が
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、

３
月
の
定
例
会
の
議
会
広
報
誌
と
し

て
の
発
行
で
す
の
で
、
あ
た
た
か
い

目
で
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

　

今
後
も
町
民
の
皆
様
の
手
に
取
っ

て
頂
け
る
よ
う
な
議
会
広
報
誌
の
誌

面
づ
く
り
を
心
掛
け
、
編
集
作
業
に

励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
伊
藤　

秀
人 

記
）

発
行
責
任
者　

遠
藤　

政
勝

編
集
委
員
長　

石
井　
　

茂

副
委
員
長　

伊
藤　
　

毅

委　
　
　

員　

伊
藤　

一
彦

委　
　
　

員　

伊
藤　

秀
人

委　
　
　

員　

三
浦　

成
利

委　
　
　

員　

藤
田　

将
五

　

今
年
度
の
町
の
主
な
事
業
に
つ

い
て
聞
き
ま
し
た
。

Ｑ
４
月
設
立
の
町
が
発
起
人
・
全

額
出
資
の
新
会
社
に
つ
い
て
。

Ａ
会
社
が
軌
道
に
乗
る
こ
と
で
、

ふ
る
さ
と
納
税
額
の
寄
付
額
増

大
で
住
民
福
祉
の
向
上
、
町
の

生
産
物
に
て
農
家
の
所
得
の
増

加
、
加
工
場
等
の
雇
用
の
確
保

に
繋
が
る
の
で
あ
れ
ば
期
待
は

大
き
い
。

Ｑ
若
者
や
子
育
て
世
代
の
定
住
促

進
の
た
め
の
、
町
内
の
空
き
家

購
入
資
金
の
補
助
事
業
に
つ
い

て
。

Ａ
補
助
金
額
に
魅
力
は
感
じ
ら

れ
、
町
の
中
心
部
や
駅
近
物
件

へ
の
購
入
希
望
者
は
見
込
め
る

と
思
う
。
立
地
の
地
域
格
差
に

よ
る
条
件
付
も
必
要
で
は
な
い

か
。

Ｑ
井
川
町
み
の
り
の
未
来
農
業
継

続
事
業
に
つ
い
て
。

Ａ
農
地
の
基
盤
整
備
、
圃
場
整
備

が
進
む
に
つ
れ
、
大
型
の
農
業

機
械
の
導
入
も
必
要
に
な
る
。

一
過
性
の
補
助
事
業
に
留
ま
ら

ず
、
担
い
手
育
成
の
た
め
に
も

継
続
性
の
あ
る
事
業
に
な
る
こ

と
に
期
待
す
る
。

Ｑ
生
ご
み
処
理
機
購
入
費
補
助
事

業
に
つ
い
て
。

Ａ
各
家
庭
に
処
理
機
が
浸
透
し

て
、
ご
み
全
体
の
処
理
量
減
少

に
つ
な
が
っ
て
欲
し
い
。

Ｑ
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
児
童
の
保
育

料
無
償
化
に
つ
い
て
。

Ａ
人
口
減
少
問
題
対
策
の
施
策
だ

と
思
う
が
、
い
か
に
し
て
町
外

の
若
者
、
子
育
て
世
代
へ
ア

ピ
ー
ル
し
、
移
住
・
定
住
へ
つ

な
げ
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題

で
は
な
い
か
。

　

以
上
の
ほ
か
、
教
育
、
防
災
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
等
の
事
項
に
つ
い

て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
誌
面
の
関
係
で
割
愛
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
中
、
ご
協
力
い
た
だ

き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
っ
て
、
ど
う
思
い
ま
す
？

編集後記

（
担
当　

伊
藤　

秀
人
）

● 井川町スポーツ
協会　会長
●井川町農業委員
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